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中間業績予想の修正ならびに特別利益及び特別損失計上に関するお知らせ 

 
 最近の業績動向等を踏まえ、平成１９年５月２５日の決算発表時に公表いたしました 
平成２０年３月期の中間業績予想の修正ならびに特別利益及び特別損失の計上につきまし

て、下記のとおりお知らせいたします。 
記 

１．中間業績予想の修正 
 （１）平成２０年３月期 中間連結業績予想の修正（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 

                                    （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
前回発表予想 （Ａ） 
（平成１９年５月２５日発表） ５０,０００ ４５０ ３５０ １５０ 

今回修正予想 （Ｂ） ４９,１００ ９３０ ９６０ ４６０ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △９００ ４８０ ６１０ ３１０ 

増 減 率（％） △１.８ １０６.７ １７４.３ ２０６.７ 

前期（平成１９年３月期中間）実績 ３９,６１０ △１３ △１３４ △３４２ 

 
 （２）平成２０年３月期 中間個別業績予想の修正（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 

                                   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
前回発表予想 （Ａ） 
（平成１９年５月２５日発表） ４０,０００ １８０ ７０ ５０ 

今回修正予想 （Ｂ） ３８,９２０ ５３０ ５５０ ３４０ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △１,０８０ ３５０ ４８０ ２９０ 

増 減 率（％） △２.７ １９４.４ ６８５.７ ５８０.０ 

前期（平成１９年３月期中間）実績 ３０,２２６ △２１０ △２８４ △３２０ 

 



２．修正の理由 
  中間期の業績につきましては、当社並びに海外子会社の完成工事利益率が改善し、当

社において、為替差益の発生などにより営業外収支が改善されたこともあり、連結・個

別の営業利益、経常利益は当初予想を大幅に上回る見込みです。 
また、下記の特別利益、特別損失が発生いたしますが、中間純利益においても当初予

想を上回る見込みであります。 
 
３．特別利益及び特別損失の計上について 

当社は、中期経営計画に基づく財務体質の改善・強化のため資産効率の観点から保有

資産を見直し、低効率の物件処分などを財源とした有利子負債の削減に努めております。 
当中間期においては、当社におきまして、オーストラリアのホテルなどを売却したこ

とによる固定資産売却益１，３０９百万円を特別利益に計上し、また、売却する方針を

決定した事業用資産について固定資産（土地・建物）の減損損失１，３０３百万円を特

別損失に計上いたします。 
 
４．通期業績予想について 
  平成２０年３月期の連結・個別の通期業績予想につきましては、中間決算発表時 

（平成１９年１１月２１日予定）にお知らせいたします。 
 

以 上 


